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愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

臨
時
総
会
及
び

第
54
回
定
時
総
会

定
時
総
会
は
自
治
会
会
則
の
定
め
に

よ
り
毎
年
４
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
会
則
な
ど
の
改
正
と
、
任
期

は
残
り
１
年
と
な
り
ま
す
後
任
会
長
の

選
出
を
行
う
た
め
の
臨
時
総
会
と
、
令

和
７
年
度
の
第
54

回
定
時
総
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日

時

４
月
20
日
（
日
）

10
時
～

臨
時
総
会

終
了
後

第
54
回
定
時
総
会

場

所

清
和
台
南
小
学
校
体
育
館

今
回
の
会
則
改
正
に
よ
り
、
総
会
は
会
員

全
員
が
出
席
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

出
席
者
（
委
任
状
・
議
決
権
行
使
書
を
含
め
）

が
過
半
数
に
達
し
な
け
れ
ば
、
総
会
は
不
成

立
と
な
り
ま
す
。

新
理
事
分
担
内
定
会
の

お
知
ら
せ

令
和
７
年
度
の
新
理
事
の
皆
さ
ん
に

は
、
自
治
会
各
事
業
部
の
い
ず
れ
か
で

活
動
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
事
業
部
の
内
定
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
新
理
事
の
皆
さ

ん
は
必
ず
出
席
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

日

時

３
月
16
日(

日)

10
時
～
12
時

（
９
時
～
役
員
会
の
終
了
後
）

場

所

第
４
自
治
会
館

清
和
台
地
区
に
お
け
る
人
権
啓
発

（
主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
た
）
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
（
若
干
名
）

を
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ
先

松
隈

紀
文

０
９
０
‐
１
９
５
２
‐
５
６
４
８

さ
く
ら
祭
り
の
お
知
ら
せ

実
行
委
員
会

今
年
の
さ
く
ら
祭
り
を
、
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日

時

３
月
29
日
（
土
）

10
時
30
分
～
15
時

雨
天
時
は
翌
日
に
順
延

場

所

東
池
公
園

概

要

出
店
お
よ
び
抽
選
会

詳
細
は
挿
み
込
み
チ
ラ
シ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い

◎
長
島

正
恵
さ
ん
（
西
１
）

警
察
庁
長
官

表
彰

多
年
に
わ
た
り
交
通
安
全
の

実
現
に
寄
与
さ
れ
た
の
で

交
通
栄
誉
章

緑
十
字
銀
章
を

授
与
さ
れ
ま
し
た

訃

報

前
会
長

平
尾

正
利
氏
は

２
月
15
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

事
務
所

臨
時
休
館

案
内

３
月
29
日
（
土
）

校
区
人
権
啓
発
推
進
委
員

募
集

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



■
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
２
月
号
」
休
刊

の
た
め
、
役
員
会
だ
よ
り
は
１
月
・
２
月

を
併
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す

（
４
６
７
号
）

開
催

１
月
19
日

［
議
題
報
告
事
項
］

■
〈
会
議
予
定
〉

・
２
月
１
日

三
役
会

（
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
開
催
に
よ
り
繰
上
げ
）

・
２
月
8
日

部
長
会

・
2
月
16
日

役
員
会

■
〈
行
事
予
定
〉

・
1
月
20

日

清
和
台
小
学
校
生
と
住

民
に
よ
る
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」

清
小
校
区
の
各
公
園
で
実
施
（
６
カ
所
）

・
２
月
２
日
「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

中
央
公
園
よ
り
指
定
コ
ー
ス
を
歩
く

・
2
月
15
日
「
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
」

・
3
月
２
日
「
文
教
寄
席
」
第
４
自

■

せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す

１
月
号

（
３
４
４
号
発
行
）
＊
２
月
号
は
休
刊

■
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
公
募

第
１
、
第
４
、
第
５
地
区
副
会
長

計
３
名

監
査
役

２
名

■
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

バ
ス
停
清
掃

１
名

公
園
清
掃
隊

若
干
名

公
園
草
刈
り
隊

若
干
名

（
草
刈
り
機
が
使
用
で
き
る
方
）

■
承
認
事
項

・
東
５

|

１
ブ
ロ
ッ
ク
内
お
よ
び
西

５
|

３
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
お
け
る
班
の

再
編
に
つ
い
て

・
会
長
選
出
に
つ
い
て

■
そ
の
他

・
慶
弔
の
取
扱
に
つ
い
て

弔
電
は
、
手
続
き
上
、
及
び
時
間

の
問
題
に
て
廃
止
と
し
ま
す
。

告
別
式
の
自
治
会
を
代
表
し
て
の

副
会
長
の
会
葬
参
列
は
検
討

・
令
和
７
年
度
新
理
事
・
上
期
班
長
選

出
に
つ
い
て

・
再
生
資
源
回
収
の
時
間
帯
に
つ
い
て

・
各
部
の
課
題
や
お
知
ら
せ

（
４
６
８
号
）

開
催

２
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

■
〈
会
議
予
定
〉

・
３
月
２
日

10
時
～
三
役
会

・
３
月
８
日

10
時
～
部
長
会

・
３
月
16
日
（
日
）
９
時
～

役
員
会

３
月
16

日
（
日
）
10
時
～

新
理
事
分

担
内
定
会

第
４
自

・
4
月
４
日
（
金
）
10
時
～
三
役
会

・
４
月
５
日
（
日
）
10
時
～
部
長
会

４
月
５
日
（
日
）
14

時
～
三
自
治
会

情
報
交
換
会
（
当
自
治
会
担
当
）

第
２
自

・
４
月
20
日
（
日
）
９
時
～

役
員
会

４
月
20
日
（
日
）
10

時
～
臨
時
総
会

及
び
第
54
回
定
期
総
会

（
南
小
体
育
館
）

■
〈
行
事
予
定
〉

・
３
月
２
日

14
時
～
文
教
寄
席

第
４
自

（
入
場
13
時
30
分
よ
り
）

・
３
月
29
日
（
土
）
さ
く
ら
祭
り

（
１
面
参
照
）

■
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す

3
月
号

（
３
４
5
号
発
行
準
備
中
）
２
月
号
休
刊

■
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
公
募

会
長

1
名

■
令
和
７
年
度
総
会
開
催
に
つ
い
て

・
総
会
会
場
の
場
所
検
討
に
つ
い
て

・
委
任
状
の
取
扱
い
に
つ
い
て

・
会
則
、
規
則
の
改
正
に
つ
い
て

・
役
員
選
出
に
つ
い
て

・
資
源
回
収
の
協
力
の
お
礼
と
し
て
全

自
治
会
員
に
ゴ
ミ
袋
配
布

■
そ
の
他

・
西
1
丁
目
周
回
道
路
沿
い
の
桜
並

木
の
剪
定
と
伐
採
に
つ
い
て

・
自
治
会
管
理
委
託
公
園
の
追
加
に
つ

い
て東

池
公
園
を
自
治
会
の
管
理
に
、

市
か
ら
の
要
請
あ
り
検
討
保
留
中

従
来
よ
り
記
載
し
て
お
り
ま
し
た

【
各
部
報
告
】
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
ー
す
」
に
て
、
よ

り
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
尚
、
第
２
自
治
会
館
事
務

所
に
て
印
刷
し
た
も
の
も
ご

用
意
し
て
お
り
ま
す

）

せいわだいにゅ～す 令和７年３月９日（２）

新
入
会
員
１
・
２
月
度
（
敬
称
略
）

屋
代
﨑

軍
真

西
４

田
中

聡

東
２

ほ
か

２
世
帯

お
知
ら
せ

役
員
会
だ
よ
り

役
員
会
だ
よ
り



清
和
台
小
学
校

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

校
長

院
去

聡

１
月
20

日
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
本
校
の
代
表
委
員

会
が
、
清
和
台
地
区
の
公
園
を
き
れ
い
に

し
た
い
と
考
え
て
企
画
し
た
も
の
で
、
今

回
が
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

東
池
公
園
、
上
大
畑
公
園
な
ど
、
６
カ

所
の
公
園
を
掃
除
し
ま
し
た
。
地
域
や
、

保
護
者
の
皆
様
が
多
く
参
加
し
、
児
童
と

一
緒
に
清
掃
し
て
い
た
だ
き
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
一
員
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦環

境
部

２
月
15

日
、
９
時
15

分
よ
り
コ
ミ
、
自

治
会
、
虫
生
川
周
辺
の
自
然
を
守
る
会
、

川
西
市
建
設
業
関
係
者
な
ど
80

名
の
参
加

者
で
、
猪
名
川
河
川
敷
周
辺
の
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

不
法
投
棄
は
、
今
も
な
お
減
ら
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
水
道
水
の
水
源
上

流
を
掃
除
す
る
こ
と
は
、
非
常
に
意
義
の

あ
る
こ
と
で
す
。
今
後
も
、
こ
の
清
掃
は

続
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『
第
39
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
』

体
育
部
会

2
月
２
日
未
明
ま
で
の
雨
も
上
が
り
足

元
の
悪
い
中
、
約
３
５
０
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
本
年
度
も
昨
年
同
様
清
和
台

内
の
公
園
（
８
カ
所
）
を
各
自
の
体
力
に

合
わ
せ
て
４
公
園
以
上
を
廻
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
で
開
催
。

2
カ
所
の
ポ
イ
ン
ト
は
秘
密
ポ
イ
ン
ト

で
、
自
身
が
ど
こ
に
あ
る
か
探
し
な
が
ら

廻
る
方
式
と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
混
乱

さ
れ
た
方
、
秘
密
ポ
イ
ン
ト
も
迷
う
こ
と

な
く
全
て
の
公
園
を
廻
ら
れ
た
方
な
ど
、

全
員
が
無
事
ゴ
ー
ル
。

中
央
公
園
で
は
豚
汁
で
疲
れ
を
癒
し
ま

し
た
。
来
年
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
設
定
で

楽
し
く
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
ぜ
ひ
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

（3） せいわだいにゅ～す 令和7年３月９日

お
悔
み

（
敬
称
略
）

松
本

芙
沙
子

西
５

長
谷
川

敦
子

東
３

古
谷

重
助

西
４

江
戸

實

東
４

黒
瀬

昭
子

東
５

戸
田

準

西
３

淺
谷

な
を
み

東
５

中
尾

八
郎

東
４

ふ
れ
あ
い
広
場

①
日

時

4
月
3
日
（
木
）

13
時
30

分
～

15
時

内

容

ハ
ン
マ
ー
ダ
ル
シ
マ
ー

（
中
世
ペ
ル
シ
ャ
発
祥
の
楽
器
）

演

奏

西

岡

一
義
さ
ん

場

所

第
４
自
治
会
館

②
日

時

４
月
16
日
（
水
）

13
時
30
分
～

15
時

場

所

友
楽
園

映
画
上
映
会

【
三
人
の
名
付
け
親
】

西
部
劇
一
推
し
の
映
画
で
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

4
月
16
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分

内

容

消
防
署
見
学

場

所

第
３
自
治
会
館
集
合
後

消
防
署
（
清
和
台
出
張
所
）

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
、

予
約
不
要
で
す

認
知
症
カ
フ
ェ

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

日

時

４
月
20
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

内

容

ソ
ロ
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

演

奏

立
岡

秀
男
さ
ん

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に

よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま
す

※
全
て
の
行
事
に
マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

楽器 ハンマーダルシマー



11
月
末
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
て
「
門
灯

を
点
け
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
治
会
で
も
大
変
有
意

義
な
提
案
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
１
月
号
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た

が
こ
の
主
旨
は
、
基
本
的
に
防
犯
に
対
す

る
備
え
で
あ
り
、
普
段
か
ら
夜
間
の
常
備

点
灯
し
て
い
る
こ
と
で
未
灯
の
場
合
の
異

常
を
示
す
行
動
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
家
庭
の
不
慮
の
事
故
で
も
昼
の
点

灯
は
異
常
サ
イ
ン
を
示
せ
ま
す
。
ご
近
所

で
の
あ
う
ん
の
呼
吸
に
て
お
互
い
が
見
守

り
合
う
日
々
、
安
心
・
安
全
な
生
活
維
持

を
続
け
ま
し
ょ
う
。

せいわだいにゅ～す 令和７年３月９日（４）

異

文

化

見

聞

録

カ
ー
ニ
バ
ル

・
ミ
モ
ザ
の
日

カ
ー
ニ
バ
ル
と
い
え
ば
、
リ
オ
や
ベ

ネ
チ
ュ
ア
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
有
名
で
す
が
、

イ
タ
リ
ア
各
地
の
都
市
で
は
、
2
月
中
旬

頃
か
ら
地
域
ご
と
に
カ
ー
ニ
バ
ル
の
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ー
ニ
バ
ル

と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
カ

ル
ネ
（
肉
）
レ
バ
ー
レ

（
取
り
除
く
）
の
意
味
で

肉
を
食
べ
な
い
（
断
食
）

で
、
そ
の
前
に
楽
し
も
う

と
い
う
お
祭
り
で
す
。
キ

リ
ス
ト
教
の
断
食
前
に
お

祝
い
を
と
い
う
祭
で
す
。

（
現
在
は
断
食
を
す
る
こ

と
は
な
い
よ
う
で
す
が
）

滞
在
し
て
い
た
街
で
は
色
々

飾
り
つ
け
た
山
車
が
出
て
、

そ
の
パ
レ
ー
ド
の
先
頭
が

何
と
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
。

ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
社
は

も
と
も
と
ト
ラ
ク
タ
ー
メ
ー
カ
ー
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
が
終
わ
る

と
ミ
モ
ザ
の
日
と
な
り
ま
す
。

ミ
モ
ザ
の
日
は
３
月
８
日
国
際
女
性
デ
ー

で
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
男
性
か
ら
女

性
に
ミ
モ
ザ
の
花
を
贈
り
ま
す
。
こ
の
頃

に
な
る
と
街
中
に
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
が
黄

色
に
染
ま
り
、
ミ
モ
ザ
の
花
が
売
ら
れ
て

い
て
、
多
く
の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
手
に

手
に
贈
ら
れ
た
ミ
モ
ザ
の
花
を
持
っ
て
街

中
に
繰
り
出
し
闊
歩
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、

全
て
か
ら
解
放

さ
れ
何
も
し
な

く
て
も
良
い
日

と
し
て
街
中
の

レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
も
女
性
グ
ル
ー

プ
に
占
領
さ
れ

て
い
る
光
景
を

多
く
見
ま
す
。

街
中
が
黄
色
に

覆
わ
れ
ミ
モ
ザ

の
日
を
迎
え
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
寒
い
冬
か
ら
解
き
放
さ

れ
も
う
す
ぐ
春
が
訪
れ
る
と
、
身
も
心
も

ウ
キ
ウ
キ
さ
せ
る
頃
と
な
っ
て
き
ま
す

東
４

木
村

裕

門
灯
を
点
け
ま
し
ょ
う
運
動

日 時 4月19日（土）10時～11時

場 所 いちごICHIJYU フルーツファーム

（猪名川）

集 合 現地集合・現地解散

対 象 小学生（10名先着順）

費 用 1、500円

申込み 田邉 090-7899-6894

締 切 ３月23日（日）

※保護者も入場おねがいします（実費）

『いちご狩りへ行こう』

子ども会

最
近
、
住
民
か
ら
、
あ
る
家
庭
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
隣
近
所
宅
に
「
３

万
・
５
万
円
な
ど
」
借
り
に
来
る
こ
と
が
数
回
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
金
銭

管
理
を
し
て
い
る
娘
さ
ん
が
、
借
入
金
の
返
済
を
し
て
い
る
。

内
容
は
、
Ｐ
Ｃ
の
突
然
警
告
音
が
な
り
、
す
ぐ
に
下
記
へ
連
絡
せ
よ
と
指
示
が

あ
り
、
電
話
す
る
と
、
修
復
す
る
に
は
３
・
５
万
円
か
か
る
の
で
、
す
ぐ
に
、
コ

ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
を
買
っ
て
き
て
、
そ
の
シ
リ
ア
ル
番
号
を
連
絡
し
て
入
金

確
認
後
、
修
復
作
業
を
行
う
と
言
っ
て
、
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

他
に
も
、
何
例
か
情
報
が
入
っ
て
い
ま
す
。

特
殊
詐
欺
は
手
を
変
え
、
品
を
変
え
、
皆
さ
ん
を
狙
っ
て
い
ま
す
、

今
日
に
も
電
話
が
架
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
！



PLUS （プラス）    せいわだいにゅ～す   令和７年３月９日（５）       

 

 

防災・防犯情報（連載します）  

阪神淡路大震災から 30 年    

 

 

広報よりお知らせ  （新たな「せいわだいにゅ～す」の編集にご理解を） 

年始からいろいろな行事がありますが、毎年多

くのイベントに対し、十分な案内やご報告が従来

の「せいわだいにゅ～す」紙面のページ数では書

ききれずにいました。それぞれにおいて中心とな

る役員や理事は、周到な準備、会議を行い実施に

向け頑張っておりますが終了後の紹介の掲載紙

面が少ないのが現状です。前回（１月号）より一

部の内容をホームページに移管し補足した上で 

の掲載にシフト致しました。長期的視点からも

当分はこの様式で進めていきたいと考えており

ます。今回は、小学生による公園クリーンアッ

プ・猪名川クリーンアップ・とんど祭り・ウオ

ークラリーなどの報告と防犯記事をメインにし

ています。写真も多く載せ、一言コメントと共

に掲載することでより現場の様子がうかがえた

なら幸いです。（今月は、全１６ページです） 

わがまち「せいわだい」2025/02/0２  

 

＜近隣の棚田＞小規模に残る棚田。四季折々の美し

い景観がみられる。定期的に刈り取り管理が行われ

ている棚田には、チガヤ等の草原が見られ畦畔特有

の植物が生育しています。また、草原生昆虫などの

貴重な生育環境は、農業の営みにより維持されてお

り、田園風景として長く保全して頂きたいものです。 

いざという時必要なもの 
 今回は食料品について… 

温めれば食べられるご飯（一人

５食分を目安に）調理不要のﾚﾄ

ﾙﾄ食品、缶詰、備蓄用乾ﾊﾟﾝ、

ﾋﾞｽｹｯﾄ、板ﾁｮｺなど。ﾋﾞﾀﾐﾝ不足

を補うﾌﾙｰﾂ缶詰、子供には甘い

もの、高齢者にはｽｰﾌﾟ。高ｶﾛﾘｰ

菓子やｱｰﾓﾝﾄ等、一人最低３日

分の食料を備蓄（自助の備え） 

清和台地区内では、ここしばらく

大きな犯罪事件は有りません。今回

は、最近、不信な電話で現実にあっ

た内容を２例紹介します。 

（ 1 ３ ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い ）

 清和台自治会 各部からこの１年の振り返り （任期を終えるにあたって） 

令和６年度を振り返って（各部長） 
  この１年を思い起こし色々な出来事がありました。昨年、元旦からの能登大地震に始まり…。 

急激な物価高におそわれ続けています。特に生活面では食品等の高騰による買え控えがおこり消費者の

買い方の変化が見られます。（スーパーは、値上げし売上苦戦、デパートは 20～30％売上げアップの二極化）他方、

振り込め詐欺から強盗殺人までする、今までに無い凶悪犯罪が増えています。そんな中、自治会とコミ

ュニティー等 は健康的で楽しい日々を送れるように地元の組織として安心、安全のため活動していま

す。道路や公園、街路樹管理、通学路見守り、ゴミ清掃など多くの役割を市の委託も受けながらマネー

ジメントしています。又、当自治会としての独自の取り組み、課題なども山積の中、ここでは、それぞ

れの組織（部単位）で、令和６年度に活動した今期を総括で振り返ります。 

 困ったこと・問題点・改善策・課題など反省を踏まえ次期理事さんへの申し送りとして自分が来期も

継続してやるつもりでの目標や抱負として記してもらいました。（引き継ぎ事項として活用します） 

 今後も清和台のために活躍されることを新たな役員さんに託し、皆さんが頑張って下さることを祈念

しております。  （各部長のコメントは７ページにて記載しています）。 



各
部
報
告
は
１
月
・
２
月
を
併
せ
て

掲
載
し
て
い
ま
ま
す
。

［
各
部
報
告
］
（
４
６
７
号
）

開
催

１
月
19
日

（

総
務
部
）

・
12

月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

・
自
治
会
費
受
付

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
１
月
号

３
４
４
号
発
行
、
Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

広
報
板
管
理
（
６
カ

所
）

（
環
境
部
）

■
公
園
管
理

・
中
央
公
園
時
計
12

月
27

日
修
理
済

・
西
駒
谷
公
園
、
側
溝
の
蓋
破
損
は
、

行
政
に
新
調
依
頼

・
公
園
４
カ
所
に
て
、
吸
い
殻
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
そ
の
他
の
ゴ
ミ
処
分

■
そ
の
他

・
西
２
丁
目
の
緑
地
帯
の
柵
、
破
損

あ
り
行
政
に
調
査
依
頼

・
住
宅
公
社
東
側
の
外
周
道
路
緑
地
帯

樹
木
の
伐
採
完
了

■
資
源
回
収
事
業

12

月
度
実
績

39

・
5
ト
ン
（
前
年
比

104

・
３
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
12

月
度
慶
弔
関
係

新
生
児

３
件

お
悔
や
み

10

件

ご
結
婚

１
件

・
赤
い
羽
根
、
歳
末
助
け
合
い
募
金

（
文
教
部
）

・
横
断
幕
点
検
済

・
文
教
寄
席
開
催

３
月
２
日
（
日
）
14

時
～

第
４
自

演
者

落
語
家

林
家

卯
三
郎
師
匠

（
体
育
部
）

・
餅
つ
き
大
会
、
消
火
班
点
検
、
年
末

パ
ト
ロ
ー
ル
等
参
加

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
（
２
月
２
日
）

（
安
全
部
）

■
防
犯
カ
メ
ラ

（
12

月
12

日
業
者
点
検
済
）

・
１
・
10

各
号
基
、
視
界
に
樹
木
有

・
５
・
11

各
号
基
、
注
意
喚
起
物
亡
失

・
12

号
基
、
時
刻
調
整
済

■
交
番
だ
よ
り

・

交
通(

人
身)

事
故

３
件

・

刑
法
犯
罪

0
件

■
そ
の
他

・
安
全
灯
玉
切
れ
２
カ
所
、
車
両
・
バ

イ
ク
注
意
喚
起
看
板
、
劣
化
連
絡
済

（
会
館
運
営
部
）

・
第
１
自

時
計
電
池
切
れ
、
机
椅
子

破
損
あ
り

処
置
済

・
第
２
自

廊
下
電
球
切
れ

処
置
済

庭
の
ケ
ヤ
キ
１
本

伐
採

・
第
３
自

庭
の
ケ
ヤ
キ
２
本
隣
家
へ

越
境
の
た
め
処
置
済

・
第
５
自

エ
ア
コ
ン
消
し
忘
れ
あ
り

［
各
部
報
告
］
（
４
６
８
号
）

開
催

２
月
16
日

（
総
務
部
）

・
１
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

（
広
報
部
）

・
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
ー
す
、
３
月
号

（
３
４
５
号
）
発
行
準
備

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
プ
ラ
ス
発
行
準
備
）

・
広
報
板
管
理
（
６
カ
所
）

（
環
境
部
）

■
公
園
管
理

・
猪
名
川
渓
谷
他
、
数
カ
所
に
て
傘
、

缶
、
吸
い
殻
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ

ン
、
菓
子
袋
な
ど
回
収
処
分
済

・
四
季
の
小
径
公
園
の
東
屋
の
屋
根
に

大
き
な
石
あ
り
、
行
政
よ
り
撤
去
済

・
シ
ョ
ガ
平
公
園
の
ベ
ン
チ
破
損
修
理

予
定

■
そ
の
他

・
先
月
、
西
２
丁
目
の
緑
地
帯
の
柵
、

破
損
あ
り
は
行
政
に
よ
り
交
換
に

・
正
月
明
け
の
資
源
回
収
日
違
い
に
よ

り
一
時
会
館
に
て
保
管

・
２
月
15
日
猪
名
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

間
に
合
う
よ
う
に
河
川
上
り
下
り
用

タ
ラ
ッ
プ
を
３
カ
所
設
置
済

■
資
源
回
収
事
業

・
１
月
度
実
績

27

・
5
ト
ン
（
前
年
比
73

・
9
％
）

・
再
生
資
源
回
収
奨
励
金
申
請

９
月
～
12

月
分
４
０
５
．
３
０
０
円
分

の
交
付
を
申
請

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
１
月
度
慶
弔
関
係

新
生
児

１
件

/
お
悔
や
み

５
件

（
文
教
部
）

・
文
教
寄
席
の
打
合
せ
、
準
備
実
施

（
体
育
部
）

・
防
災
訓
練
参
加
、
清
小
授
業
に
ア
シ

ス
タ
ン
ト
と
し
て
協
力
（
凧
揚
げ
・

コ
マ
回
し
）

（
安
全
部
）

■
防
犯
カ
メ
ラ

（
部
員
点
検
済
）

■
交
番
だ
よ
り

・
交
通(

人
身)

事
故

0
件

・
刑
法
犯
罪

器
物
損
壊
（
車
に
傷
）

自
転
車
盗
難
（
無
施
錠
）

（
会
館
運
営
部
）

・
第
４
自

長
椅
子
用
台
車
の
キ
ャ
ス
タ
ー

劣
化
、
移
動
禁
止
（
修
理
検
討

）

・
第
５
自

ア
コ
ー
デ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
外
れ

PLUS （プラス） せいわだいにゅ～す 令和７年３月９日 （６）



PLUS （プラス） せいわだいにゅ～す 令和７年３月９日 （７）

体
育
部
（
本
谷
）

「
光
陰
矢
の
如
し
」
の
一
年
間
で
し
た
。
縁
あ
っ
て
集
い

あ
っ
た
我
が
体
育
部
の
面
々
。
60

代
後
半
か
ら
80

代
ま
で

の
い
ぶ
し
銀
た
ち
、
そ
し
て
若
き
紅
一
点
の
存
在
が
光
る
。

私
た
ち
体
育
部
の
目
的
は
何
か
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く

「
清
和
台
に
住
む
私
た
ち
は
健
康
と
幸
福
を
目
指
す
」
事

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
里
山
の
風
景
を
見
て
感
じ
な
が

ら
の
春
・
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ま
た
暑
い
日
の
夜
の
納
涼

祭
で
の
抽
選
会
。
こ
れ
ら
の
企
画
と
運
営
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
体
育
部
の
メ
ン
バ
ー
が
皆
さ
ん
の
「
健
康
と
幸
福
」

に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

安
全
部
（
南
）

イ

|
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
青
パ
ト
講
習
会
や
、
ラ
イ
ン

を
使
っ
た
実
施
者
の
方
々
と
の
連
絡
と
い
っ
た
新
た
な
取

り
組
み
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
講
習
会
で
は
、
受
講
者
に
慣

れ
な
い
操
作
に
協
力
頂
い
た
割
に
実
施
者
証
更
新
ま
で
が

効
率
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改
善
が
必
要
。
ま
た
、
今
年
度

活
況
で
し
た
交
通
安
全
講
習
会
の
他
、
防
犯
カ
メ
ラ
点
検

や
各
種
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
適
宜
の
修
正
を
期
待
し
ま
す
。

会
館
運
営
部
（
大
竹
）

会
館
維
持
と
い
う
よ
り
も
、
自
治
会
全
体
と
し
て
理
事

で
な
け
れ
ば
見
え
な
い
活
動
な
ど
が
あ
り
大
変
だ
な
と
い

う
思
い
と
、
今
迄
も
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た
活
動
が
あ

る
か
ら
こ
そ
清
和
台
の
環
境
や
治
安
が
守
ら
れ
て
い
る
ん

だ
な
ど
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
役
員
や
一
般
会
員

等
関
係
な
く
活
動
に
参
加
、
協
力
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度

各
部
の
取
り
組
み
と
課
題

（

簡
潔
に
ポ
イ
ン
ト
の
み
記
し
て
頂
き
ま
し
た
）

総
務
部
（
酒
井
）

６
年
度
の
総
務
部
の
活
動
参
加
役
員
の
不
足
が
多
か
っ

た
様
に
思
い
ま
し
た
。
各
会
議
や
行
事
参
加
人
数
も
毎

回
２
～
３
名
と
参
加
役
員
が
少
な
く
部
員
の
負
担
も
大

き
く
な
っ
て
い
た
。
各
部
共
、
役
員
の
参
加
は
必
要
で

は
あ
り
ま
す
が
、
総
務
部
に
お
い
て
は
毎
月
の
定
例
会

議
（
月
２
回
）
そ
の
他
に
も
別
会
議
や
活
動
が
年
間
を

通
し
て
毎
月
平
均
３
～
４
回
入
っ
て
お
り
役
割
分
担
も

偏
り
参
加
役
員
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
次
年
度
に
お

い
て
は
、
活
動
参
加
に
役
員
が
無
理
の
な
い
人
選
を
し
、

次
期
活
動
の
取
り
組
み
を
迎
え
た
い
。

広
報
部
（
芳
野
）

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
ー
す
」
に
お
い
て
各
部
の
活
動
が

十
分
に
反
映
、
表
現
し
切
れ
て
い
な
い
現
状
で
し
た
。

次
期
、
他
部
の
部
員
の
皆
さ
ん
の
苦
労
や
裏
話
な
ど
の

目
線
を
変
え
た
記
事
掲
載
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

（
活
動
の
様
子
を
で
き
る
だ
け
多
く
、
各
イ
ベ
ン
ト
を

拡
大
掲
載
す
る
プ
ラ
ス
紙
面
の
充
実
を
図
り
）
「
に
ゅ
ー

す
」
へ
の
投
稿
促
進
な
ど
も
呼
び
か
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
の
上
、
増
ペ
ー
ジ
を
図
っ
て
皆
さ
ん
の
た
め

の
会
報
に
し
て
い
き
た
い
。

尚
、
防
犯
・
防
災
は
最

重
要
項
目
と
し
繰
り
返
し
注
意
喚
起
を
行
い
ま
す
。

環
境
部
（
鷲
尾
）

公
園
の
様
々
な
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
、
生
活
道
路
の
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
や
犬
の
糞
、
ま
た
美
し
い
草
木
も
伸
び
す
ぎ

る
と
時
と
し
て
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
少
し
で
も
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
８
名

の
部
員
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
捨
て
る
」

と
「
拾
う
」
が
い
た
ち
ご
っ
こ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多

く
継
続
し
た
美
化
活
動
の
大
切
さ
を
感
じ
た
一
年
で
し
た
。

福
祉
・
保
健
部
（
幾
原
）

一
年
を
振
返
っ
て
思
う
こ
と
は
、
部
の
皆
さ
ん
と
の

出
会
い
で
す
。
い
つ
も
快
く
助
け
て
下
さ
っ
た
事
に
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
自
治
会
の
役
員
と
し
ま
し
て
は
、

内
側
か
ら
自
治
会
の
組
織
を
見
る
事
が
で
き
、
大
変
い
い

勉
強
が
で
き
ま
し
た
。
部
長
と
し
て
は
新
た
な
提
案
も
で

き
ず
、
例
年
ど
お
り
の
活
動
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
れ
で
も
役
割
を
ま
っ
と
う
で
き
た
事
に
安
堵
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
今
ま
で
の
継
続
を
新
た
な
視
点
か
ら
改
善

し
つ
つ
来
期
の
役
員
さ
ん
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

文
教
部
（
美
甘
）

文
教
主
催
の
催
を
い
つ
の
時
期
に
ど
の
よ
う
に
取
り

掛
か
れ
ば
よ
い
の
か
、
始
め
は
部
員
一
同
手
探
り
状
態
で

進
め
て
い
き
ま
し
た
。
年
間
の
行
事
に
参
加
し
て
裏
方
の

楽
し
さ
も
感
じ
、
部
員
や
他
の
役
員
さ
ん
と
も
話
し
や
す

く
な
り
、
意
見
な
ど
聞
け
て
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
、
余
裕

が
あ
れ
ば
も
っ
と
色
々
と
工
夫
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
新
部
員
さ
ん
に
は
、
新
企
画
な
ど
新
た
な

内
容
の
検
討
も
で
き
れ
ば
提
案
し
て
頂
き
た
い
で
す
。



 清和台地区自主防災訓練     令和 7 年 1 月 12 日 

 9 時頃、震度６の地震発生の想定でスタートしました。その後、9 時 30 分までに一時避難所（最寄り

の公園）に集合の後、避難場所が開設された中央公園に移動。 

 訓練では無線交信・簡易担架作り・AED 操作手順・消火器操作・可搬式消火ポンプ操作・土のう積み

などを消防署員の方のサポートを受けながら皆さんに経験していただきました。同時にグランドでは、白

バイによる交通安全指導も行われました。役員以下地域住民の方や多くの子供さんたち７００名ほどの参

加があり充実した訓練ができたと思います。 

 
自主防災訓練 会長による挨拶        AED 操作手順 数名の方が実施訓練 

 
  中学生の希望者による放水          実際の消火器で油で燃やした炎の消火訓練 

 
   電動のこぎりによる材木切断実演        交通安全ルール遵守指導 

 
 

いろいろな訓練体験ができる年 1 回のイベントです。今回、参加 見学出来なかった住民の皆さん

災害はいつ来るか分かりません…。だからこそ普段から備えましょう。次回参加待っています。 

－８－ 



とんど祭り         令和 7 年 1 月 12 日 

お正月気分が抜けてきたこの頃、小正月あたりにお正月にまつわるいろいろを始末する行事が行われます。

縁起ものを持ち寄って燃やす「とんど祭り」もその一つです。（自主防災会総合訓練と平行して実施） 

  
       自主防災会総合訓練開始前（各避難所から移動中に点火） 

 
    約１時間をかけて燃え尽きました    清和台勤務の消防隊員の皆さん（ありがとうございました） 

 
   講話を真剣に聞き込む皆さん        ｲﾍﾞﾝﾄ準備も片付けも大変ですが達成感があります 

 
 

後ろのテントでは、参加者全員に「ぜんざい」を振る舞いました。同時にビンゴゲームを行い      

数十人の方にプレゼントをお配りしました。 

－９－ 



      清和台小学全校生による「クリーンアップ作戦」  令和７年１月 20 日 

清和台小学校の児童代表委員会が「全校生が地域の公園を活用しているにあたり、みんなで感謝の気持ち

を込めて清掃活動をする」ということを自主的に申し出て昨年度より年 1 回のクリーンアップ作戦が始まり

ました。児童が縦割りグループを組み地域の人たちと親交を深める機会作りにもなるということで近隣の応

援もいただいてのクリーンアップ作戦でした。児童たちの動きは、素早くとても元気でゴミ拾いをゲーム感

覚で行っているように見受けられました。普段より自治会の環境部と清掃隊が定期的に清掃を行っています

がそれでも目の届かない場所からそこそこの量のゴミが回収できたことは児童みんなに感謝です。 

 
大人が入れないような狭い場所も何のその…。   すべり台のてすりなども雑巾がけ 

 

石のベンチのすき間のゴミ取り（けずっている）  近隣の大人と共同作業（子ども達の方が頑張ってる？） 

 

清小全校生とコミュニティー、自治会に総評    各学年クラスの代表に表彰状授与 

 

 
                                                      

                                 

 子どもたちの機敏な動きと、気持ちのいい行動は、地域を汚さない、物を大切にという思いが感じら

れました。来年度は、自治会はじめ近隣の皆さん大勢で楽しい時間を子ども達と過ごしましょう。 

－1０－ 



猪名川クリーン作戦       令和 7 年２月 1５日 

恒例となっています猪名川をきれいにしようキャンペーンです。清和台自治会、コミュニティ、虫生川

周辺の自然を守る会、建設業関係の方々の参加で、清和苑下の場所から南北１㎞に渡り不法投棄のゴミ回

収いたしました。 

なんなんですかねー？ このゴミ捨ては…！この量は…。これでも昨年より少しは減ったようですが 

清流の猪名川にこれを捨てる人は、自然破壊を何とも思ってないのですか？ 普段からゴミを拾って下 

さいとは申しませんが、せめて捨てないで下さい。特に家電類のテレビ、ラジカセ、炊飯器やタイヤ等を

猪名川に投げ捨てた方、犯罪ですから…。回収作業がどれほど大変かわかって下さい！お願いします。 

 

３カ所に階段設置して頂きました 川ギリギリまで投げ捨てている  ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ下はﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙが多い 

 

大型はなかったものの TV、ラジカセ、タイヤ等     いったい何袋回収したことか？ 

 

上から指示   雑草の奥深くまで  たくさん回収   おおよそ 80 人 鯉は生息してました 

 

                       ＜ 拡大してご覧下さい！ 推奨３００％＞                                                                

これらを処理するためにどれだけの人力、経費、時間が掛かっていることか、１０ページの小学生の行

動、気持ちを考えましょう。公園もしかりゴミ・ゴミとうるさいと思いますが結局、税金を使わなけれ

ばならなくなるのです。みんなにかえってくるのです。気持ちよく生活しましょう。  

－11－ 

その他

の写真 



清和台を歩こう「ウオークラリー」  令和７年２月２日 

 昨晩からの雨で心配でしたが、朝になってようやく上がりました。会場設営も今朝になって

行いました。（野球チームの皆さんお手伝いありがとうございました。）コミュニティー・自治会 

の役員、お手伝いの皆さん朝早くからご苦労様でした。おかげで楽しい時間が過ごせました。昨

年より子どもさんとそのご両親の一行さんが多いように感じました。天候のせいかご高齢者の参

加がやや少ないようでした。                   

 

スタート１５分前（ざっと 200 名）     スタート             各方面へ 

 

あちこちで行進風景         各公園で押印     いつもお世話になっている高原寺さん 

 

終了後 お待ちかねの具材たっぷりの豚汁（おかわり OK!） 子どもも大人も大満足（お土産も多数） 

       

  悩んでますコース取り    主催者挨拶     責任者からの諸注意 平野神社でのお約束の記念写真 

 
この記事をご覧の方々、来年ご一緒しませんか？ ざっと３時間本当に楽しい時間です!

清和台の公園や自然がこれほどあるのか、家族みんなで散歩気分で参加しましょう。 

-1２ - 



文教寄席     令和７年３月２日  

落語：演芸の一つであり、滑稽を主とした話芸で、終わりに落ちのあるもの。江戸初期の安楽庵策伝

に始まるという。元祿時代（(1688‐1704)）に京都の露ノ五郎兵衛、江戸の鹿野武左衛門が話芸として

確立し、天明年間（(1781‐89）江戸の烏亭焉馬(うていえんば)によって盛んとなり、三遊派・柳派の二派

から多くの名人を輩出、幕末・明治初期に三遊亭円朝が出て江戸落語を集大成する。（文献より） 

林家 卯三郎師匠：獣医師をやめて落語家になった卯三郎さんは、林家 染丸師匠に29歳で弟子入り

その後、独立してあと数年で３０年。いまでは「天満天神繁昌亭」（大阪市）の落語会に出演し、大阪、

北海道、岡山などで定期的に独演会を催すなど活躍（YouTube有）。物語性の高い「人情噺」が人気で、

「さらに腕を磨き、一流の落語家として認められたい」という努力家。獣医師をやめて噺家（はなしか）

になった卯三郎師匠、毎年開催される大阪市の動物愛護フェスティバルの司会もやっておられます。 

多くのお客様（１２０名）がそろそろの落ちを期待し、その瞬間（笑い）をまつ醍醐味が落語にはある 

 
静かな始まりの小気味よい口調        からだを張った演技…。皆を情景に引っ張り込む 

 
１時 30 分頃（引っ切りなしに来場）  開演１０分前（椅子追加）  終了後、皆さんも片付けの手伝い 

 

-1３- 

300 年の歴史ある落語、ほかにも浄瑠璃、人形劇、歌舞伎…。なぜか日本人としての歴史・文化

に触れた不思議な感覚を抱きました。この後、もう一つ何かの文化イベントがあれば来場者の皆さ

んもっと楽しめたのではと思います。娯楽活動として充実を、素人演芸会とか…公募も ？） 



PLUS （プラス） せいわだいにゅ～す 令和７年３月９日 （１４）

高
齢
者
の
詐
欺
被
害
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

特
殊
詐
欺
は
、
被
害
者
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に

騙
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
日
頃
か

ら
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
下
の
5

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
家
族
間
で
話
し
合
う

と
こ
ろ
か
ら
防
犯
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
心
当
た
り
の
な
い
請
求
に
は
応
じ
な
い
。
相
手

（
請
求
者
）
に
連
絡
し
な
い

②
家
族
の
名
前
や
公
的
機
関
の
名
前
を
出
さ
れ
て

も
信
用
し
な
い

③
留
守
番
電
話
や
防
犯
機
能
を
備
え
た
電
話
用
機

器
を
設
置
す
る

④
電
話
で
お
金
を
要
求
す
る
話
が
出
た
ら
必
ず

家
族
に
相
談
す
る

⑤
家
族
と
普
段
か
ら
連
絡
を
取
り
合
い
、
合
言
葉

を
決
め
て
お
く
。
し
か
し
、
い
く
ら
対
策
を
し

て
い
て
も
、
詐
欺
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
う
可
能

性
は
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
何
か
怪
し
い
」

「
騙
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
」
な
ど
、
不
安
を

感
じ
た
場
合
は
、
以
下
の
相
談
窓
口
に
連
絡
し

ま
し
ょ
う
。
警
察
相
談
専
用
窓
口

＃
９
１
１
０

”
ご
注
意
下
さ
い

”

Ａ
さ
ん
宅
の
固
定
電
話
に
１
月
に
掛
か
っ
て
き

た
電
話
（
留
守
電

記
録
１
月
２
１
日
午
後
５
時

２
１
分
で
す
）

・
唐
突
に
「
総
務
省
か
ら
の
重
要
な
お
知
ら
せ
に

な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
総
務
省
電
波
管
理
審
議
会

で
す
、
あ
と
２
時
間
で
現
在
お
使
い
に
な
ら
れ
て

い
る
電
話
機
す
べ
て
の
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
お
つ
な

ぎ
を
ご
希
望
の
方
は
ダ
イ
ヤ
ル
１
を
押
し
て
下
さ

い
。
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー

ガ
シ
ャ
ン
！
」
。

慌
て
て
１
を
押
さ
な
い
よ
う
に
！
繋
い
だ
ら
な
ん

や
か
ん
や
と
切
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
無
く
す
、
く
ち

攻
撃
が
始
ま
り
ま
す
。
（
わ
が
家
は
、
固
定
電
話
、

テ
レ
ビ
、
衛
星
放
送
、w

i

-fi

な
ど
全
て
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
す
）
。

・
右
記
と
同
じ
く
１
月
に
掛
か
っ
て
き
た
電
話

（
留
守
電

記
録
１
月
１
８
日
午
後
２
時
３
０
分

で
す
）

「
病
院
に
書
類
が
で
き
て
い
る
の
で
取
り
に
来
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、
代
理
で
い
い
の
で
戸
籍
謄
本

の
原
本
を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
…
…
。
」

（
こ

ち
ら
の
名
前
も
確
認
せ
ず
に
一
方
的
に
何
が
謄
本
！

家
族
構
成
を
押
さ
え
る
の
か
な
～

）

発
生
し
た
特
殊
詐
欺
の
被
害
者
の

86.6

％
が
65

歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。

高
齢
者
を
狙
う
特
殊
詐
欺

特
殊
詐
欺
の
手
口
は
日
々
巧
妙
化
し
て
お
り
、
被

害
を
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
が
被
害
に
遭
い

や
す
い
特
殊
詐
欺
の
種
類
と
手
口
に
つ
い
て
覚
え
て

お
い
て
下
さ
い
。

①
オ
レ
オ
レ
詐
欺

親
族
を
装
い
、
「
鞄
を
置
き
忘
れ
た
。
小
切
手
が

入
っ
て
い
た
。
お
金
が
必
要
だ
」
…
。

②
預
貯
金
詐
欺

警
察
官
、
銀
行
協
会
職
員
等
を
名
乗
り
、
「
あ
な

た
の
口
座
が
犯
罪
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
交
換
手
続
き
が
必
要
で
す
」
…
。

③
架
空
請
求
詐
欺

有
料
サ
イ
ト
や
消
費
料
金
等
に
つ
い
て
、
「
未
払

い
の
料
金
が
あ
り
ま
す
。
今
日
中
に
払
わ
な
け
れ
ば

裁
判
に
な
り
ま
す
」
…
。

④
還
付
金
詐
欺

医
療
費
、
税
金
、
保
険
料
等
に
つ
い
て
、
「
還
付

金
が
あ
る
の
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
」
…
。

⑤
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
詐
欺
盗
（
窃
盗
）

警
察
官
や
銀
行
協
会
、
大
手
百
貨
店
等
の
職
員
を

名
乗
り
、
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
で
使
え
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
取
り
に

行
く
の
で
」
…
。



 

清和台地区自主防災訓練 AED 操作追加記事 

清和台地区自主防災訓練において最も多くの人が、関心を持っておられたのが AED 操作と見受けら

れました。清和台内の AED 設置場所の案内も表記しました、近所の設置場所も認識していただければ

いいかと思います。 

ＡＥＤとは自動体外式除細動器といいます。小型の器械で、体外（裸の胸の上）に貼った電極のつい

たパッドから自動的に心臓の状態を判断します。 もし、心室細動という不整脈（心臓が細かくブルブ

ル ふるえていて、血液を全身に送ることができない状態）を起こしていれば、強い電流を一瞬流して

心臓にショックを与えること（電気ショック）で、心臓の状態を正常 に戻す機能を持っています。器

械の電源を入れれば音声が使い方を順に指示してくれるので、誰でもこの器械を使って救命することが

できます。（電気ショックが 必要ない場合には作動しないようになっています。） 

 

  

器具の取扱いを丁寧に説明されています     全員が真剣に受講（参加者の表情を撮影） 

 －1５－ 



  清和台地区ＡＥＤ配置リスト  （施設名・住所・設置場所） 

 

1 清和台公民館 西 3 丁目 1－7 玄関ロビー 

２ 清和台小学校 東 2 丁目 2－2 職員室前廊下 

３ 清和台南小学校 西 5 丁目 1－2 職員室 

４ 清和台中学校 西 2 丁目 3－57 保健室 

５ 清和台中学校 西 2 丁目 3－57 体育館前 

６ 川西養護学校 西 2 丁目 3－81 玄関ロビー 

７ 川西消防署清和台出張所 西 5 丁目 2-2 事務室 

８ 老保 ウエルハウス清和台 東 2 丁目 1－2 ２階 詰所 

9  特養 清和苑 東 2 丁目 4-32 事務室 

10 特養 やわらぎの里清和台 東４丁目５－２６ ３階 

11 特養 やわらぎの里プラス館 東４丁目５－２６ 事務所 

12 トナリエ２Ｆ ディサービスそらりお 東 3 丁目 1-8 事務所 

13 杉田クリニック 東 5 丁目 1－13 医院内 

14 河辺歯科 西 2 丁目 2-5 診療室 

15 みずくろ歯科 東 3 丁目 1－５５ 診療室 

１6 横田歯科 東 1 丁目 4-117 診療室 

１7  トナリエ内 東 3 丁目 1-8 警備室 

１８ トナリエ内 耳鼻咽喉科 ふじおかクリニック 

１９ トナリエ内 長井泌尿器科 

２０トナリエ マスカット横 東 3 丁目 1-8 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ前 

２１ N.S.I 清和台スポーツクラブ 東 3 丁目 1-8 フロント、プール 

２２ 清和台第 2 自治会館 西 2 丁目 1-８3 事務所 

２３ 中央公園（ｻﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞ）スポーツ２１ 東 3 丁目１－３ 玄関 

                                      

 

 

 

 

 

 

１月号より、このかたちでのご報告となりました。今まで通りの全印刷の場合４ページが限度

となり（Ａ3 両面１枚）、今回の様な１６ページ編集は（Ａ3 両面４枚）、となります。 

経費や作業を鑑み、少しでも多くの情報提供を優先しつつ負担軽減を図りますとこのような 

ホームページ掲載という結果となりました。 ご了承下さい。 

 

（尚、いくらかの部数ですが全ページ印刷を第２自治会館事務所にてお配りしております。 

窓口にてお申し付けください。） 

－１６－ 

学校・病院・商業施設・など公共性の高いところには、必ず近くに設置されています。 

どこの地区、都市でも同じと思われます（駅・ビルの 1 階にもほぼあります）。 



地域の皆様     令和７年度　清和台地区資源回収カレンダー

自治会で資源回収を行っています。収益金は、地域とその子ども達のために使われています。

回収物　：　新聞・チラシ、雑誌・雑紙、段ボール、アルミ缶、衣類・布類

出 し方：新聞・チラシ、雑誌・雑紙、段ボールはそれぞれひもでしばって、アルミ缶、衣類・布類は

　　　　　 ポリ袋に入れて、当日朝８時半までに出してください。

協働団体：清和台自治会、清和台中学校運営協議会、清和台小学校運営協議会、清和台南小学校PTA、清和台地区子ども会

第１・３木曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

Aブロック回収日 3・17 1・15 5・19 3・17 7・21 4・18 2・16 6・20 4・18 15 5・19 5・19
　

第２・４金曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

B１ブロック回収日 11・25 9・23 13・27 11・25 8・22 12・26 10・24 14・28 12・26 9・23 13・27 13・27

第１・３金曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

B２ブロック回収日 4・18 2・16 6・20 4・18 1・15 5・19 3・17 7・21 5・19 16 6・20 6・20

第２・４月曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

Cブロック回収日 14・28 12・26 9・23 14・28 11・25 8・22 13・27 10・24 8・22 12・26 9・23 9・23

第２・４土曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

　Dブロック回収日 12・26 10・24 14・28 12・26 9・23 13・27 11・25 8・22 13・27 10・24 14・28 14・28

第１・３土曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

Eブロック回収日 5・19 3・17 7・21 5・19 2・16 6・20 4・18 1・15 6・20 17 7・21 7・21

第２・４金曜日 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 令8・1月 2月 3月

Fブロック回収日 11・25 9・23 13・27 11・25 8・22 12・26 10・24 14・28 12・26 9・23 13・27 13・27

清和台自治会　資源回収グループ

　　　　　　　石道自治会、ライオンズマンション清和台自治会

回収日：裏面の資源回収ブロック割り図と下記の表で、ご確認下さい（祝日・荒天の日も回収、ただし、交通事情が悪くトラックが清和台に
来れないときは回収中止）


